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プログラムコーディネーターをしておられた角谷亮さんから，現場の経験に基づくご
報告を頂きました。そして本日は，この講座の最終シリーズということで，「国際法・
国際政治の現場」の「本丸」のようなところで活躍されている長沼善太郎さんにお出
で頂いて，国連海洋法条約交渉の現場についてお話を伺いたいと思います。
　簡単に長沼さんのご経歴を紹介させて頂きますと，1986年に外務省に入省されて，
条約局──現在は国際法局という名称になっております──の国際協定課で生物多様
性条約の締結業務などに従事された後，ウィーンの国際機関政府代表部，包括的核実
験禁止条約機関準備委員会（事務局長補佐官・議長補佐官として出向），国際原子力協力
室，不拡散・科学原子力課，海洋法室などで多数国間外交の現場を経験され，原子力
供給国グループなどの輸出管理レジーム会合，BBNJ準備委員会（公海・深海底の生物
多様性の保全及び持続可能な利用のための国際約束を議論するための国際会議。2015年か
ら2017年にかけて開催）においては日本政府の代表団長を務められました。本日お話に
なる問題についても，まさしく現場で交渉に臨まれていた方です。
　長沼さんご本人からお話頂いた方がよろしいかと思いますが，外務省の国際法局は，
国際法課，条約課，経済条約課，社会条約官室と分かれておりまして，その国際法課の
中に海洋法室と国際裁判対策室とがあります。長沼さんは，この海洋法条約の交渉に
当たられた際には海洋法室に属しておられ，今年（2018年）５月からは国際裁判対策室
長をお務めになっています。
　それでは，長沼室長，よろしくお願い致します。
